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8 Mieke Bal Narratology:Introduction to the Theory of Narrative. Toronto Univ巴rsity
Press,1985. 
9遠藤健一「オニールの焦点化論の可能4性」（『言説のフィクション』）二五八頁。
1 0前掲『「語り」の記号論増補版』一四六頁。
1 1前掲『言説のフィクション』一一八頁。
1 2前掲『言説のフィクション』一三六頁。
I 3小著『認知物語論とは何か？』（ひつじ書房二00六・六）参照。
I 4スキャニングを原義ではなくテクストの時空間関係、の階層を転移していく主観的認知
プロセスとして用いたのが、小著『テクストの修辞学』翰林書房二O一四・九）の分析で
ある。
1 5橋本氏も、視点との関係では、「視点人物から見える状態や動作はル形を取りやすい」「こ
の事実は、語りの位置が物語現在内部の人物の位置に移動してしまっでいることを示唆す
る」（二O七頁）として、「現実の会話においては、引用する場が一次的であり、引用され
る側は二次的であるが、物語ではこの関係が逆転する。「物語現在」の発話が通常は一次的
なものとなり、伝達節のほうが二次的なものになるのである」（三二O頁）と説く。
1 6前掲『明断な引用，しなやかな引用』三頁。
1 7前掲『明断な引用，しなやかな引用』一二九頁。
1 8中村三春氏は「日本語における直接・間接の区別は、人称や時制よりもむしろ、いわば
口語度（カギ括弧で
2』て〉つじ喜房二O一五．二、四三頁）と指摘する。
1 9 「視点の現在と小説の語り」（『「内」と「外Jの言語学』開拓社二00九・－O）参照。
2 0前掲『フィクションの機構2』四二～四四頁参照。
2 1前掲『フィクションの機構2』六九頁。
2 2 「言葉は（出来事）を超えることができるか」（『日本文学』二O一二・八）三一頁。
2 3前掲久保田論文二七頁。
2 4前掲久保田論文二九頁。
2 5前掲久保田論文二六頁。
2 6前掲久保田論文三O頁。
2 7注24に同じ。
付記 本稿は日本フランス語学会（二O一五・七・一八早稲田大学）での談話会「さまざ
まな視点jでの発表に基づく。会場の内外でご質問・ご意見を賜った。記して謝意を表す
る。
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